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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
大
日
本
帝
国
Ｖ
Ｓ
先
進
国
達
～
マ
ジ
で
あ
り
え
ね
ぇ
よ
、
こ
の
戦
い
！
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
２
７
２
Ｂ

【
作
者
名
】

　
り
す
君

【
あ
ら
す
じ
】

　
百
年
後
の
日
本
。
老
人
は
法
に
よ
り
い
な
く
な
り
、
幼
児
が
増
え
る
ば
か
り
。

問
題
発
生
！
若
者
が
い
ね
ぇ
！
そ
ん
な
中
、
先
進
国
か
ら
謎
の
物
体
で
襲
わ
れ

た
日
本
。
ど
う
な
る
、
我
が
国
！
？
そ
ん
な
我
が
国
の
存
亡
を
賭
け
た
戦
い
が

今
、
始
ま
る
。



2

ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
：
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ル
シ
チ
襲
来
！
（
前
書
き
）

コ
メ
デ
ィ
系
の
Ｓ
Ｆ
で
す
。
マ
ジ
で
あ
り
え
ま
せ
ん
か
ら
。
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ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
：
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ル
シ
チ
襲
来
！

２
１
０
７
年
、
大
日
本
帝
国
。

俺
は
、
渡
部
　
慎
一
４
１
才
。
職
業
は
一
応
官
僚
で
あ
る
。
政
府
の
一
員
で
あ

わ
た
べ

し
ん
い
ち

り
、
ま
た
家
庭
で
は
妻
を
持
ち
、
２
児
の
父
親
で
あ
る
。

数
年
前
、
大
日
本
帝
国
は
高
齢
化
社
会
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
、
周
り
か
ら
反
対

さ
れ
た
“
老
人
殺
戮
法
”
を
や
む
な
く
採
択
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
今
は
６

ろ
う
じ
ん
さ
つ
り
く
ほ
う

５
才
以
上
の
老
人
は
こ
の
国
に
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
長
く
続

い
た
高
齢
化
問
題
は
終
止
符
を
打
た
れ
た
。

少
子
化
問
題
も
ア
ジ
ア
の
一
夫
多
妻
制
を
見
習
い
、
我
が
国
で
も
数
十
年
前
に

導
入
し
た
。
そ
し
て
、
子
供
の
数
も
こ
こ
数
年
の
間
に
ぐ
ん
と
増
え
続
け
て
い

る
。

こ
れ
で
、
問
題
は
解
決
…
と
は
い
か
な
か
っ
た
。
ま
だ
我
が
国
の
問
題
は
沢
山

あ
る
。
一
つ
例
を
挙
げ
れ
ば
、
赤
ん
坊
と
老
人
の
間
の
人
間
が
極
端
に
少
な
い

事
だ
。
そ
れ
が
今
、
我
が
国
で
一
番
キ
ツ
イ
点
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
赤
字
か
ら

は
脱
け
出
せ
な
い
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。

貧
し
い
我
が
国
を
必
死
で
支
え
る
我
ら
社
会
人
と
し
て
は
、
も
う
限
界
だ
っ
た
。

こ
の
国
は
潰
れ
る
と
近
々
崩
壊
す
る
と
俺
す
ら
も
思
っ
て
い
た
そ
の
矢
先
の
出

来
事
だ
っ
た
。
先
進
国
の
奴
ら
に
い
き
な
り
襲
撃
さ
れ
た
の
は
…
。

あ
る
日
の
朝
、
俺
は
テ
レ
ビ
を
観
な
が
ら
朝
食
を
取
っ
て
い
た
。
ぼ
ん
や
り
と

観
て
い
た
テ
レ
ビ
の
画
面
が
急
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
俺
は
何
だ
ろ
う
と

思
い
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
言
っ
て
い
る
言
葉
に
耳
を
澄
ま
せ
た
。

「
え
ぇ
、
緊
急
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
方
向
か
ら
、
巨
大
な
物
体
が
我
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が
国
に
近
付
い
て
来
ま
す
！
あ
っ
、
ロ
シ
ア
の
方
向
か
ら
も
！
」

俺
は
、
疑
問
に
思
っ
た
。
多
分
、
こ
れ
に
は
誰
し
も
疑
問
に
思
う
だ
ろ
う
。

「
巨
大
な
物
体
？
そ
れ
に
何
故
、
日
本
へ
来
る
？
」

物
体
を
よ
く
見
る
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
な
恰
好
を
し
て
い
た
。
し
か
も
、
ミ

サ
イ
ル
み
た
い
な
物
も
積
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
た
の
だ
。

俺
は
急
い
で
、
友
人
で
あ
る
政
府
直
属
の
記
者
、
青
木
　
健
太
に
電
話
を
掛
け

あ
お
き

け
ん
た

た
…
。
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ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
１
：
前
途
多
難
な
日
本
側
（
前
書
き
）

ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｆ
…
名
前
は
カ
ッ
コ
イ
イ
け
ど
、
あ
り
き
た
り
だ
な
ぁ
。
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ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
１
：
前
途
多
難
な
日
本
側

数
秒
で
青
木
に
電
話
が
繋
が
っ
た
。

「
も
し
も
し
、
青
木
か
？
テ
レ
ビ
見
た
か
？
」

青
木
は
呑
気
に
、

「
あ
ぁ
、
見
た
よ
。
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
の
方
か
ら
謎
の
物
体
が
飛
ん
で
き
て

る
ん
だ
ろ
？
ど
う
せ
、
日
本
は
終
り
さ
。
」

と
、
言
っ
た
。

「
で
、
政
府
の
反
応
は
？
」

と
俺
が
言
う
と
、
青
木
は
真
面
目
な
口
調
に
変
わ
り
、

「
総
理
や
、
ト
ッ
プ
集
団
が
朝
一
で
集
ま
っ
て
、
会
議
し
て
や
が
る
。
多
分
、

ア
レ
を
出
す
か
ど
う
か
だ
ろ
う
け
ど
。
」

と
、
言
っ
た
。
俺
は
質
問
し
た
。

「
ア
レ
と
は
あ
の
ア
レ
か
？
」

す
る
と
、
青
木
は
笑
い
な
が
ら
、

「
ま
さ
か
。
ア
レ
出
し
た
ら
、
日
本
は
降
伏
宣
言
を
出
し
た
と
同
じ
扱
い
さ
れ

ち
ま
う
か
ら
無
い
と
思
う
。
ん
じ
ゃ
、
後
で
な
。
」

こ
う
言
っ
て
、
青
木
は
一
方
的
に
電
話
を
切
っ
た
。
俺
は
、
青
木
の
言
葉
を
信

じ
た
。
信
じ
た
か
っ
た
。
し
か
し
、
数
十
秒
後
に
そ
の
言
葉
は
崩
れ
た
。

テ
レ
ビ
に
目
を
戻
す
と
、
日
本
の
現
内
閣
総
理
大
臣
、
坂
山
　
太
智
が
報
道
陣

さ
か
や
ま

た
ち

の
前
に
現
れ
た
。
坂
山
総
理
は
、
こ
う
言
い
放
っ
た
。

「
日
本
が
、
他
国
の
軍
勢
に
襲
わ
れ
る
事
は
予
測
し
て
い
た
。
そ
こ
で
我
が
国

が
極
秘
で
開
発
し
た
ロ
ボ
、
“
神
風
”
を
発
進
さ
せ
謎
の
物
体
を
撃
退
し
よ
う

と
思
う
。
」

俺
は
そ
の
発
言
に
唖
然
と
し
た
。
こ
の
瞬
間
、
日
本
が
完
全
に
負
け
た
と
感
じ

た
。
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日
本
国
民
が
、
そ
の
ロ
ボ
の
名
前
を
嫌
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ア
レ
扱
い
に
し

た
ロ
ボ
、
“
神
風
”
。

兵
器
と
し
て
は
、
弱
す
ぎ
て
使
い
物
に
な
ら
な
い
程
。
な
の
に
政
府
は
、
借
金

ま
で
し
て
そ
の
ロ
ボ
を
造
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
。

装
備
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
。
バ
ル
カ
ン
砲
と
小
さ
な
ミ
サ
イ
ル
の
み
。
こ
れ
じ

ゃ
あ
勝
て
な
い
。

肉
弾
戦
に
持
ち
込
も
う
と
す
る
と
、
機
体
は
パ
ン
チ
、
キ
ッ
ク
共
に
結
構
強
い

が
、
機
体
自
体
脆
い
の
で
長
く
戦
え
な
い
。
本
当
に
先
制
攻
撃
用
な
の
だ
。
あ

も
ろ

ぁ
、
ど
う
し
た
ら
良
い
ん
だ
？
！

テ
レ
ビ
で
は
、
神
風
の
発
進
前
の
映
像
を
映
し
出
さ
れ
た
。

（
日
本
某
所
）

「
神
風
発
進
５
秒
前
！
５
、
４
、
３
、
２
、
１
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
！
！
！
」

（
ズ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
！
！
！
…
プ
ス
ン
。
）

ヒ
ュ
ー
ン
…

「
機
能
停
止
、
機
能
停
止
！
」

「
神
風
、
い
ま
だ
発
進
で
き
ず
！
」
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ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
２
：
三
国
混
乱
？
！
（
前
書
き
）

ホ
ン
ト
、
Ｓ
Ｆ
か
コ
メ
デ
ィ
ー
か
解
ら
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
…
。
で
は
、
ど

う
ぞ
。
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ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
２
：
三
国
混
乱
？
！

神
風
は
、
未
だ
に
発
進
出
来
ず
に
い
た
。
そ
の
時
の
相
手
の
様
子
は
？
と
い
う

い
ま

と
…

「
う
ん
？
イ
エ
ロ
ー
モ
ン
キ
ー
共
、
何
故
戦
闘
機
を
発
進
さ
せ
な
い
？
」

ア
メ
リ
カ
側
の
総
司
令
官
が
言
う
。
あ
ぁ
…
言
い
忘
れ
て
い
ま
し
た
け
ど
、
こ

れ
か
ら
話
さ
れ
る
英
語
と
ロ
シ
ア
語
は
全
て
日
本
語
に
訳
さ
れ
ま
す
の
で
ご
安

心
を
。
（
ホ
ン
ト
は
英
語
も
ロ
シ
ア
語
も
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
で
、
打
て
な
い

か
ら
。
）

「
我
が
国
が
、
世
界
で
一
番
国
土
を
広
く
持
つ
理
由
は
、
単
に
軍
事
力
が
強
い

か
ら
。
あ
ん
な
星
達
に
私
ら
の
未
来
の
国
土
を
渡
し
て
た
ま
る
か
っ
！
星
共
に

一
発
ず
つ
、
威
嚇
砲
を
放
て
！
！
」

と
、
言
っ
て
ロ
シ
ア
の
総
司
令
官
は
全
戦
闘
機
に
命
令
し
た
。

「
何
ぃ
？
↑
（
石
原
裕
〇
郎
さ
ん
を
モ
ノ
マ
ネ
し
て
る
芸
人
風
）
ロ
シ
ア
軍
が

我
等
の
戦
闘
機
に
威
嚇
射
撃
だ
と
っ
！
山
さ
ん
っ
！
↑
（
こ
れ
も
、
裕
〇
郎
さ

ん
出
演
の
某
ド
ラ
マ
の
セ
リ
フ
。
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
山
さ
ん
と
い
う

人
は
い
な
い
。
）
こ
ち
ら
も
、
ロ
シ
ア
軍
に
威
嚇
射
撃
ヨ
ー
イ
っ
！
」

こ
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ
軍
も
ロ
シ
ア
軍
に
対
し
て
威
嚇
射
撃
を
行
な
っ
た
。

そ
の
頃
、
日
本
側
は
？
と
い
う
と
…

「
総
理
、
ア
メ
リ
カ
軍
と
ロ
シ
ア
軍
が
何
故
か
互
い
に
攻
撃
し
あ
っ
て
い
ま
す

っ
！
！
」

「
何
ぃ
？
」

「
も
う
い
い
よ
っ
！
」
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金
杉
官
房
大
臣
が
何
故
か
総
理
に
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
た
。

か
な
す
ぎ

「
う
わ
ぁ
ん
！
金
杉
が
苛
め
る
ぅ
！
」

総
理
、
泣
く
。
周
り
の
側
近
や
大
臣
な
ど
が
一
瞬
で
ヒ
い
た
。

「
と
、
と
に
か
く
…
今
、
我
が
国
は
大
変
な
事
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
の
で
何
と

し
て
で
も
守
り
き
ら
な
け
れ
ば
っ
！
」

と
、
白
鷺
外
交
大
臣
が
言
う
と
、
周
り
も
そ
の
言
葉
に
頷
き
、
拍
手
し
た
。

し
ら
さ
ぎ

「
で
…
ど
う
す
る
の
だ
、
白
鷺
外
交
大
臣
。
」

と
、
金
杉
が
言
う
と
総
理
が
口
を
挟
ん
だ
。

「
や
っ
ぱ
ぁ
、
神
風
っ
し
ょ
、
案
外
つ
ぇ
ー
し
。
我
が
国
が
借
金
を
増
や
し
て

ま
で
造
り
上
げ
た
ヘ
ー
キ
な
ん
だ
か
ら
さ
！
」

総
理
の
言
葉
に
、
黙
り
込
む
面
々
。
総
理
は
博
学
な
の
だ
が
、
実
に
性
格
が
幼

稚
っ
ぽ
い
の
で
困
り
果
て
て
い
た
の
だ
。

「
で
…
総
理
。
そ
の
…
神
風
に
は
一
体
、
誰
が
操
縦
す
る
の
で
す
か
？
ち
な
み

に
、
私
は
嫌
で
す
。
」

と
、
金
杉
が
言
う
と
総
理
が
手
を
上
げ
る
。

「
じ
ゃ
あ
、
私
が
。
」

総
理
な
ど
に
操
縦
鑑
を
任
せ
る
な
ど
言
語
同
断
。
次
々
に
、

「
じ
ゃ
あ
、
私
が
。
」

の
声
が
、
周
り
の
面
々
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
。
最
後
に
取
り
残
さ
れ
た
金
杉
が

手
を
上
げ
た
。

「
し
ょ
う
か
な
い
で
す
ね
、
私
が
…
」

と
、
言
っ
た
瞬
間
に
…
皆
様
は
解
り
ま
し
た
よ
ね
…

「
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
。
」

と
、
金
杉
以
外
の
周
り
の
面
々
は
彼
に
譲
っ
た
。

「
な
っ
？
！
や
め
て
く
だ
さ
い
っ
！
じ
ゃ
あ
…
、
こ
う
し
ま
し
ょ
う
。
」

金
杉
は
、
総
理
に
耳
打
ち
し
た
。
総
理
は
、
頷
い
て
ニ
ヤ
リ
と
し
た
。

「
な
る
ほ
ど
…
、
よ
ぉ
し
あ
の
方
に
神
風
の
操
縦
を
託
そ
う
。
」

総
理
は
、
側
近
に
直
ぐ
様
手
紙
を
書
か
せ
た
。
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そ
れ
か
ら
３
日
後
の
渡
部
家
…

「
渡
部
さ
ん
、
郵
便
で
ぇ
す
。
」

（
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
う
る
せ
ぇ
な
ぁ
。
）

と
、
思
い
な
が
ら
慎
一
は
郵
便
を
貰
っ
た
。
中
を
開
く
と
…

「
う
わ
っ
、
※
赤
紙
か
よ
！
古
っ
！
」

（
※
赤
紙
…
日
本
が
戦
時
中
、
兵
を
集
め
る
た
め
一
般
人
に
兵
役
の
義
務
を
受

け
さ
せ
よ
う
と
送
っ
た
赤
い
手
紙
の
事
。
）

「
し
か
も
…
総
理
か
ら
。
ギ
ャ
ル
文
字
ば
っ
か
…
う
ん
？
」

慎
一
は
、
あ
る
文
面
を
発
見
し
、
青
ざ
め
た
。

「
う
っ
、
ウ
ッ
ソ
ォ
ー
ー
ー
ー
ン
！
！
！
」
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渡
部
家
全
体
に
響
き
渡
る
、
情
け
な
い
声
。

そ
こ
に
は
間
違
い
な
く
、

「
渡
部
慎
一
、
神
風
の
操
縦
を
命
ず
る
。
」

と
、
記
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
…
。

し
る
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ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
３
：
神
風
、
や
っ
と
発
進
！
！
（
前
書
き
）

今
回
は
真
面
目
…
か
な
（
？
）

あ
、
多
分
で
す
け
ど
…
次
の
話
で
完
結
で
す
。
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ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
３
：
神
風
、
や
っ
と
発
進
！
！

俺
は
、
急
い
で
車
を
調
達
し
て
総
理
官
邸
へ
足
を
運
ん
だ
。

（
ピ
ン
ポ
ン
、
ピ
ン
ポ
ン
、
ピ
ン
ポ
ン
！
！
）

「
は
い
は
い
、
誰
か
ね
…
こ
ん
な
朝
早
く
に
来
る
の
は
…
。
」

（
ガ
チ
ャ
）

「
っ
！
！
」

こ
の
時
の
俺
の
凄
す
ぎ
る
形
相
を
見
た
ら
、
総
理
だ
っ
て
驚
く
だ
ろ
う
。

「
チ
ミ
ぃ
～
、
何
し
と
る
の
か
ね
？
私
を
誰
だ
と
思
っ
て
る
？
総
理
だ
ぞ
、
総

理
。
日
本
の
ト
ッ
プ
は
こ
の
私
…
」

「
総
理
っ
！
御
願
い
し
ま
す
。
」

俺
は
、
あ
ん
な
の
に
乗
り
た
く
な
い
の
だ
。
そ
こ
ま
で
し
て
日
本
を
守
り
た
く

な
い
。
だ
か
ら
…

「
フ
ン
、
土
下
座
し
て
も
無
駄
だ
も
ん
ね
。
も
う
、
私
か
ら
軍
に
頼
ん
ど
い
た
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か
ら
…
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
！
！
」

（
バ
タ
ン
っ
）

…
こ
ん
時
の
俺
は
、
初
め
て
総
理
に
殺
意
を
感
じ
て
い
た
。
無
情
に
も
程
が
あ

る
！

俺
だ
っ
て
、
家
族
が
い
る
。
両
親
は
と
っ
く
に
亡
く
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
愛

す
る
妻
と
我
が
子
が
い
る
の
だ
。

し
か
し
、
今
は
一
刻
を
争
う
緊
急
事
態
な
の
だ
。
誰
か
が
や
ら
な
い
と
、
こ
の

国
は
…

俺
は
急
い
で
車
に
戻
り
、
運
転
手
に
こ
う
伝
え
た
。

「
調
布
飛
行
場
に
行
っ
て
く
れ
！
」

ち
ょ
う
ふ
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「
待
っ
て
い
ま
し
た
よ
、
渡
部
さ
ん
。
さ
ぁ
、
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
早
く
搭

乗
し
て
下
さ
い
っ
！
」

俺
が
調
布
飛
行
場
に
到
着
し
、
軍
の
最
高
部
に
会
い
、
彼
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉

が
こ
れ
だ
っ
た
。
完
璧
に
人
任
せ
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！

「
“
神
風
”
の
操
縦
法
は
解
り
ま
す
よ
ね
？
設
計
者
は
あ
な
た
自
身
で
す
か
ら
。

さ
っ
、
テ
イ
ク
オ
フ
し
ま
し
ょ
う
！
！
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
ぇ
～
」

確
か
に
俺
は
設
計
者
だ
が
…
っ
て
か
、
軍
の
最
高
司
令
官
さ
ん
…
ノ
リ
ノ
リ
じ

ゃ
ん
！
！

俺
は
ブ
ツ
ブ
ツ
文
句
を
言
っ
た
が
、
そ
れ
が
俺
の
最
期
の
言
葉
に
な
る
と
は
…

今
は
知
る
よ
し
も
無
か
っ
た
。

「
神
風
…
発
射
ま
で
５
…
４
…
３
…
２
…
１
…
０
！
！
！
」

（
神
様
…
カ
ミ
さ
ん
と
我
が
子
達
…
そ
し
て
全
日
本
国
民
を
連
合
軍
か
ら
守
っ

て
下
さ
い
。
）

そ
う
祈
り
を
捧
げ
る
と
俺
は
操
縦
桿
を
握
り
締
め
た
…
。

そ
う
じ
ゅ
う
か
ん
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ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
－
ｅ
ｎ
ｄ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
－
ａ
－
ｌ
ｉ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
－
ｅ
ｐ
ｉ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
：
日
本
の
救
世
主
…
渡
部
 

慎
一
（
前
書
き
）

最
後
は
…
渡
部
の
雄
志
が
描
か
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
…
で
は
ど
う
ぞ
。
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ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
－
ｅ
ｎ
ｄ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
－
ａ
－
ｌ
ｉ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
－
ｅ
ｐ
ｉ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
：
日
本
の
救
世
主
…
渡
部
 

慎
一

調
布
飛
行
場
を
飛
び
立
っ
て
約
１
時
間
。
敵
の
艦
隊
は
未
だ
に
見
え
て
来
な
い
。

俺
は
、
ホ
バ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
待
ち
続
け
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
“
待
ち
伏
せ
作

戦
”
だ
。

最
初
は
、
特
攻
で
行
こ
う
か
な
と
思
っ
た
が
、
待
っ
て
も
中
々
敵
が
出
て
こ
な

い
の
で
待
ち
伏
せ
に
変
更
し
た
の
だ
。

そ
れ
か
ら
数
時
間
経
っ
た
時
、
前
方
か
ら
い
き
な
り
ア
メ
リ
カ
の
艦
隊
が
数
体
、

一
直
線
に
や
っ
て
き
た
。
俺
は
バ
ル
カ
ン
砲
を
数
百
発
乱
射
し
た
。

（
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
…
）

（
チ
ュ
ド
ッ
！
！
チ
ュ
ド
ッ
！
！
チ
ュ
ド
ッ
！
！
…
）
 
 
 
 
 
 

百
発
百
中
…
ま
で
と
は
い
か
な
い
が
、
か
な
り
の
数
の
相
手
の
艦
隊
を
撃
破
し

た
。

続
い
て
ロ
シ
ア
軍
も
や
っ
て
来
た
。
そ
れ
ら
も
バ
ル
カ
ン
砲
で
か
な
り
の
数
を

返
り
射
ち
に
し
て
や
っ
た
。

（
こ
れ
は
…
勝
機
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
）

俺
が
そ
う
思
っ
た
そ
の
時
…

（
グ
ウ
ォ
ウ
ォ
ウ
ォ
ウ
ォ
…
）

と
、
け
た
た
ま
し
い
爆
音
と
共
に
、
と
て
つ
も
な
く
デ
か
い
米
露
タ
ッ
グ
艦
隊

ア
メ
リ
カ
ロ
シ
ア

が
目
の
前
に
現
れ
た
。
デ
か
い
艦
隊
は
い
き
な
り
俺
を
攻
撃
し
て
き
た
。

（
バ
バ
バ
バ
バ
バ
バ
バ
…
）
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ガ
ト
リ
ン
グ
（
連
射
銃
）
だ
っ
た
。
バ
ル
カ
ン
砲
よ
り
、
遥
か
に
レ
ベ
ル
が
高

い
ガ
ト
リ
ン
グ
。
神
風
の
機
体
は
言
う
ま
で
も
な
く
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。

（
く
っ
！
…
こ
り
ゃ
、
相
手
に
な
ら
ん
！
ど
う
す
れ
ば
…
う
ん
っ
？
！
）

俺
が
苦
し
紛
れ
に
見
た
オ
ペ
レ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
中
に
、
見
慣
れ
な
い
ボ
タ
ン

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
…

“
自
爆
ボ
タ
ン
”

と
、
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
多
分
、
こ
れ
は
“
こ
れ
以
上
、
何
も
出
来
な
く
な
っ

た
ら
こ
れ
で
自
滅
し
ろ
と
い
う
暗
示
だ
ろ
う
。

（
こ
れ
以
上
、
コ
イ
ツ
と
戦
っ
て
も
勝
て
な
い
。
な
ら
、
こ
の
艦
隊
と
一
緒
に

…
）

俺
は
、
決
心
し
て
そ
の
ボ
タ
ン
に
指
を
近
付
け
る
。

（
ゴ
メ
ン
な
…
も
う
二
度
と
帰
っ
て
こ
れ
な
い
や
…
さ
よ
な
ら
、
元
気
で
な
。
）

妻
と
息
子
に
届
か
な
い
気
持
ち
を
胸
に
抱
き
つ
つ
、
俺
は
目
を
閉
じ
て
ボ
タ
ン

を
ゆ
っ
き
り
と
押
し
た
…
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（
チ
ュ
ド
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ン
！
！
！
）

（
渡
部
の
墓
の
前
に
総
理
と
渡
部
の
妻
が
拝
ん
で
い
る
）

「
渡
部
君
…
よ
く
や
っ
た
よ
…
」

「
あ
な
た
…
命
が
け
で
日
本
を
守
り
抜
い
て
く
れ
て
…
本
当
に
あ
り
が
と
う
…
」

（
渡
部
の
墓
石
に
切
り
刻
ま
れ
た
文
字
）
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“
神
風
が
運
ん
で
く
れ
た
大
日
本
帝
国
の
救
世
主
”

（
お
わ
り
）
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ａ
－
ｌ
ｉ
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ｔ
ｌ
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－
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ｐ
ｉ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
：
日
本
の
救
世
主
…
渡
部
 

慎
一
（
後
書
き
）

最
後
は
何
と
な
く
微
妙
な
終
わ
り
方
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
こ
う
い
う
風
な
終
わ
り
方
が
こ
の
小
説
が
唯
一
の
Ｓ
Ｆ
系
と
言
え
た
の

か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

最
後
ま
で
読
ん
で
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

大日本帝国VS先進国達～マジでありえねぇよ、この戦い!～
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